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令年８度 南区社会福祉協議会 事業方針 

 

 

社会福祉協議会は「一人ひとりの人格と個性が尊重されるとともに、人と人とがつながりを

持ちながら生き生きと暮らすことができる包摂的な地域社会づくり」を進めることを使命とし

ています。 

   そのために本会の取組の基本的な考え方である、複雑化・複合化した個別の相談をきっかけ

として、地域での見守り活動につなげるために、地域の皆さんや区役所・地域ケアプラザなど

関係機関等と連携・協力しながら「誰もが安心して自分らしく暮らせる福祉のまちづくり」に

取組んでまいります。（「身近な地域のつながり・支えあい活動推進事業」） 
 

   令和８年度は 第５期南区地域福祉保健計画/地区別計画の推進を通じて、困りごとを抱え

た方へきめ細かな支援を行うとともに、地域活動の維持・充実に向けた取組をさらに進めてい

きます。 

また、次に掲げる５つの重点取組項目に加え『担い手の育成・支援』をキーワードとして、

ボランティアセンターをはじめとする本会事業や地域の福祉活動の支援を通じ新たな担い手

を発掘・育成するとともに、活動者が抱える役割の棚卸や事業の見直しを通じ持続可能な活動

のあり方を検討することで、活動団体の運営支援に引き続き取り組みます。 
 

【令和８年度 重点取組項目】 
 

（１）地域のつながり・支えあい活動の拡充に向けた取組 

地区社協支援や南区地域福祉保健計画/地区別計画の推進等を通じて、各地区で実施されて 

いる様々な支えあいの取組や住民相互の交流がより円滑に進められるよう支援します。また、  

それらの活動から見えてきた困りごとや生活課題について、地域で“共有・検討できる場”   

づくりを進めるなど、地区社協を基盤とする地域ネットワークの充実を図ります。 
 

（２）相談・支援機能の充実（困りごとの早期発見と支援体制づくり） 

多様化する生活ニーズを適切に捉え、その解決に向けた支援及び支援体制づくりに取り組み

ます。身近に相談できる環境がなく地域で孤立し、状況が深刻化することがないよう、地域ケア

プラザや区役所をはじめとする関係機関・専門機関等と連携しながら、困りごとを      

早期に発見し支援につなげる地域づくりを進めます。 
 

（３）権利擁護の推進  

権利擁護事業（日常生活自立支援事業）のさらなる充実やサポートネット等への参画、また  

市民後見人の活動支援等を通じて、必要な時に必要な方へ確実に支援が届くよう権利擁護の取組

を推進します。 
 

（４）災害支援活動等の充実 

   被災地への支援を進めるとともに、南区内での被災時に備えて必要な準備を進めます。 

   取組にあたっては、関係団体・機関等にも協力を得ながら、より実効性のあるしくみづくりに 

努めます。 
 

（５）法人基盤・コンプライアンスの強化 

 職員一人ひとりが区社協を担う職員としての自覚を持ち、公正・公平に業務を進めるととも

に、生活困窮や人権擁護など社会課題を適切に受け止め対応します。 

    また、公益性の高い団体として透明性の高い財務管理に努め、社会福祉法をはじめとする   

関係法令や本会の定款・規程等を遵守するなど、質の高い組織運営を進めます。 
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 Ⅰ みんなで支えあう地域づくりのために                            
 

１ 地区社会福祉協議会（以下「地区社協」）活動の支援  重点 

（市社協補助金）（共同募金配分金）（基金果実）7,520千円[6,400 千円] 
 

地区社協による一人ひとりの困りごとを解決できる地域づくりの取組や、地域団体等のネット

ワークづくりを支援します。 

地域アセスメントのほか「地区社協のてびき」を活用して地域活動や地区社協の運営を支援 

するとともに、持続可能な活動のための助成を行います。第５期地域福祉保健計画地区別計画の

推進主体である地区社協を支援します。 
 

（１）地区社協分科会・地区社協事務局長会議の開催 

   16 地区社協の会長が参加する分科会及び事務局長による会議を開催し、地区社協活動の

情報共有や課題の検討を行います。 

   ・地区社協分科会（年３回） ・地区社協事務局長会議（年２回） 
 

（２）地区社協役員研修会の開催 

地区社協役員を対象として、地区社協の役割・機能や他区の取組等を学ぶ研修を行います。 
 

（３）地区社協の活動費・運営費等の交付【拡充】 

   地区社協活動の充実・支援及び財源確保のため、活動費用の一部を助成します。 

   今年度から新たに、地区社協の運営基盤の安定化を目的とし助成金を拡充します。 

     

 

① 地区社協活動運営費 （１地区  50,000円） 

② 地区社協運営費   （１地区 120,000円）【拡充】 

③ 地区計画推進費   （１地区  250,000円）※上限額【拡充】 

④ 共同募金配分金   （１地区  200,000円）※上限額【拡充】 

⑤ 年末たすけあい配分金（１地区  50,000円）※上限額 

⑥ 地区社協事業への参加にかかる移動支援助成金 

（１地区 50,000円）※上限額 
 

（４）地区担当者の配置、地域アセスメントシート・地区支援計画の作成 

アセスメントシート、地域の各種会議への出席、地域行事への参加や地区支援計画の作成   

等を通して、地区社協や地域活動等の支援を行います。 

 

２  生活支援体制整備事業                             （市社協受託金） 200 千円 ［200 千円］ 
 

「高齢者一人ひとりができることを大切にしながら暮らし続けるために、多様な主体が連携・

協力する地域づくり」の実現を目指し、地域ケアプラザや区役所関係部署と連携しながら、協議

の場づくりや仕組みの開発、活動の創出・継続支援等の取組を地域の状況に合わせて進めます。 
 
（１）協議体の開催 

関係機関をはじめ住民主体の活動団体やＮＰＯ法人、企業・商店、社会福祉法人など多様

な主体が情報共有や地域課題の検討を行い、必要な社会資源の創出等に取り組むための  

協議体を開催します。 

また、主に地域ケアプラザエリアや連合エリアを単位として実施されている協議体に、 

必要に応じて本会職員（第１層生活支援コーディネーター等）が参加します。 
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（２）第２層生活支援コーディネーターとの連携 

日常生活圏域を活動エリアとする地域ケアプラザの第２層生活支援コーディネーターと

連携しながら、一体的に地域支援に臨みます。 

また、情報提供や研修の実施等を通じて第２層生活支援コーディネーターを支援します。 

区地域包括支援センター連絡会や地域ケアプラザ所長会、包括主催の「地域ケア会議」へ

必要に応じ参加し課題の共有を行います。 

区域の課題に対しプロジェクトを設置し第２層生活支援コーディネーターや区包括ケア

推進担当と取り組みます。 

 
 

（３）生活支援コーディネーター連絡会の開催 

区域・日常生活圏域の情報や課題を共有し、地域の状況に合わせ生活支援・介護予防等に   

関する地域活動を推進するため、生活支援コーディネーター、区役所、区社協による連絡会

を年 10回開催し、一体的な地域支援に向けて連携を進めます。 

生活支援コーディネーター連絡会に合わせ区役所事業担当者と区域での取り組みについ

て検討します。 

 
 
（４）社会資源の拡充・開発支援 

移動支援・高齢者の社会参加を目的として地区社協への補助金を設け、タクシー会社等と

連携し地域ケアプラザとともに地域の相談対応を行います。 

また、高齢者の社会参加・居場所づくりとして移動販売について、区内で展開が出来るよ

う地域ケアプラザと共に支援していきます。 

 

３ 地域ケアプラザとの連携                     （市社協補助金） 82 千円 ［82 千円］ 
 

住民にとって身近な福祉の相談窓口である地域ケアプラザと５職種会議や定例カンファレン

スに参加する等により密に連携し、一体的に地域支援を進めます。 
 
（１）地域ケア施設連絡会の開催 

   地域支援に関わる職員のスキルアップ等を図るために、地域ケアプラザ・区役所・区社協 

や関係機関職員等による連絡会を年 11 回開催します。また、地域支援のけん引役となるた

めの資質向上を目的として研修を行います。 
 

（２）関連会議への参加 

   地域ケアプラザや関係機関との連携を進めるとともに、地域支援についての具体的な情報 

交換や支援方針の共有を目的として、関連会議に参加します。 

   地域ケアプラザ所長会/区地域包括支援センター連絡会/社会福祉士部会/地域ケア会議等 

 

４ 第５期地域福祉保健計画の推進を通じた地域づくり  重点 

（共同募金配分金）（基金果実） 4,150 千円 ［5,150 千円］ 
 
令和８年度から始まる第５期地域福祉保健計画について、「区民の情（こころ）が生きるまち 

南区」を基本理念とし、計画を推進するための取組を進めていきます。「区全体計画」の推進に

ついては区役所、地域ケアプラザ、福祉保健関係団体や支援機関と協働します。「地区別計画」

は、推進主体である地区社協を中心に、区役所と地域ケアプラザ、区社協の３者が協働で計画の

推進を支援し、各地区が目指すまちづくりに向けた取組を進めていきます。 

（１）区全体計画の推進 

 計画の推進を目的に「みなみの福祉保健を考える懇談会」を区役所と連携して行います。 

また取組の地域情報誌等への掲載や地域活動発表会（区役所との共催）の開催を通して、計画 

の周知・ＰＲを進めます。 
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（２）地区別計画の推進【拡充】 

地区社協主催「地区別計画振返り会議」の開催支援や日常的な地区別計画に基づく地区の

取組支援を通じて、地区別計画の推進を支援します。 

第５期南区地域福祉保健計画の初年度としてスタートアップ講座を区と開催し、地区別計

画についても推進します。 

 

（３）計画推進に向けた会議への参加等 

区役所との共同事務局にともなう「計画スタッフ会議」を行い、計画の取組状況の確認や

課題整理を行います。また、地域支援チーム連絡会へ参加し情報共有を行います。 

 

 Ⅱ  ボランティア活動の活性化、福祉教育の推進                     

 

１ ボランティアセンターの運営  重点        （市受託金） 2,842 千円 ［2,842 千円］ 
 
福祉・保健活動の担い手であるボランティアの育成・支援、ボランティア団体の活動支援を  

行います。また、多くの区民がボランティア活動に関心を持ち、参加につながるよう取組を行い

ます。 
 
（１）南区ボランティアセンターの運営と機能充実【新規】 

ボランティアの登録・相談、情報の収集・提供、講座等の開催などボランティアの発掘・    

養成を行います。初心者向けには「ボランティア入門講座」を開催し、初めての方でも安  

心して参加できるよう、気軽に取り組めるテーマや体験型プログラムを検討します。登録 

者向けには、活動者同士の交流の機会として「ボランティア交流会」を実施し、交流だけ 

ではなく学びの要素を取り入れたミニ研修も行います。これにより、活動の継続やスキル 

向上を支援し、地域活動への関心をさらに高めます。 

また、令和５年度より「受入施設の担当者向け交流会」を行ってきましたが、今後は活  

動者との直接交流ができる場を新たに検討します。登録後は活動状況の確認を兼ねたフォ 

ローアップを丁寧に行い、長期的な活動継続を支援します。また、初めての方でも参加し 

やすい体験型活動（軽作業や清掃等）の機会を定期的に企画し、個々に合った活動を見つ   

けられるようサポートします。 
 
（２）ボランティア情報の発信  

ボランティア活動を身近に感じてもらうため、区民向けに「ボランティアセンターだよ

り（ボラぴ‼）」を発行し、登録者には活動募集情報をまとめた「ニード情報」を年２回送

付します。さらに、ホームページや情報コーナーに加え、SNSで活動紹介や募集情報、講座

報告などをこまめに発信し、幅広い世代への周知を強化します。これにより、ボランティア

センターの認知度を高め、新たな活動者の獲得を目指します。 

 

（３）南区ボランティア連絡会の活動支援  

南区ボランティア連絡会定例会の開催支援やボランティア活動の啓発を目的として実施

する「南区ボランタリーフェスタ」を共催します。また、団体主催の講座への協力や情報提

供を通じて、団体活動を積極的に支援します。特に、団体の継続が課題となっているため、

講座の共催や加入促進を図り、ネットワークの強化に努めます。 
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２ 災害ボランティア活動への取組  重点 

（市社協補助金） 40千円 ［30 千円］ 
 

災害時において、被災者に対するボランティア活動が円滑に行われるよう、関係機関と連携の

もと救援体制を整備します。 

 

（１）災害ボランティアの広報啓発【拡充】 

現行のリーフレットの内容を見直し、より分かりやすく整理・改善することで、区内イベ

ントや地域防災拠点等における広報・PR活動の充実を図っていきます。 

あわせて、災害ボランティアセンターの活動内容や役割について、地区社会福祉協議会や

外国籍住民の方々にも情報が届くよう、対象を広げて広報啓発を行います。 

 

（２）災害ボランティアセンター運営訓練の実施 

南区の被災を想定し、災害ボランティアセンター設置及び運営に関する訓練を南区災害

ボランティアネットワークとともに行います。また、社協職員や関係機関が災害ボランテ

ィアセンター設置に向けた理解度を高めるための研修を実施します。 
 

（３）災害ボランティアネットワークとの協働 

   南区災害ボランティアネットワークの定例会に出席し、災害ボランティアセンター設置に

向けての検討を行います。 

 

３ 福祉教育の推進              （市社協補助金）（共同募金配分金）  30千円 ［30 千円］ 
 
思いやりや助けあいの大切さが多くの人々に理解されるよう、学校や地域、企業等を対象に、

福祉に関する学びや理解を深める取組を行います。 
 
（１）福祉教育の相談調整・支援  

区内の学校・企業等からの相談に基づき、福祉体験プログラムの企画や講師紹介を行い

ます。地域活動団体や施設へ講師協力を呼び掛け、協力者・協力団体の拡大に努めます。 

また、福祉教育のリーフレットや HPを活用し、学校や施設等への福祉教育普及を進めま  

す。 
 
（２）福祉教育用福祉用具の整備 

福祉教育への活用を目的に福祉用具・機材の保守整備を行うとともに、必要に応じて    

購入します。 

 

４ 南区ふれあい助成金（トモニー助成金）制度の運営  

（市社協補助金）（共同募金配分金） （基金果実） 10,960 千円 ［11,321 千円］ 

南区のボランティア団体、当事者活動団体への助成を行います。また、南区内で実施される  

地域福祉活動や障がい児者福祉活動等の現状確認を行うなど、団体の持続可能な活動・立上げ支

援を行います。 

 

５ 善意銀行の運営                   （寄附金）2,160 千円 ［1,500 千円］ 
 
区民からの善意に基づく寄託金品を受け入れ、区内の福祉活動へ有効的に配分を行います。 

また、善意銀行の周知体制を強化し、寄付の仕組み・使い道・寄付者の声等見える工夫のうえ、

広く区民にわかりやすく伝える広報・啓発活動を行います。 

また、物価高騰に伴う子ども食堂への助成金について、善意銀行の配分金を拡充します。 
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６ 福祉保健活動拠点の運営               （市受託金） 18,032 千円 ［17,700 千円］ 
 
南区福祉保健活動拠点トモニーの指定管理者として、地域における区民の自主的な福祉活動や

保健活動のための施設提供や福祉・保健活動の担い手であるボランティアの育成・支援を行いま

す。 
 

（１）各部屋の貸出 

ボランティア活動団体や当事者団体等が適切に会場を利用できように施設を運営します。 

また、拠点の認知度と利用向上のため他機関とも連携し、周知を行います。 
 

（２）メールボックス、ロッカーの貸出 

   拠点登録団体を対象としてメールボックス及びロッカーの貸出を行います。 
 

（３）施設・設備の充実 

拠点登録団体が使用できるパソコン、コピー機、印刷機やプロジェクター等を備品として

揃え、より利用しやすい環境を整備します。 
 

（４）利用者懇談会の開催 

利用団体同士の顔の見える関係づくりや登録団体の PR ができるように利用者懇談会を       

実施します。 
 

（５）トモニーギャラリーの実施 

より多くの団体に活用していただけるように、利用者懇談会などで周知していきます。 

 
Ⅲ 福祉ニーズがある人や団体への支援                    

 

１ あんしんセンターの運営   重点      （市社協受託金）（利用料）1,201 千円 ［1,155 千円］ 
   
（１）権利擁護事業（南区あんしんセンター）の実施 

金銭管理の支援が必要な人に対し、契約に基づき、日常的な金銭管理等のサービスを提供   

します。また、高齢者・障がい者の権利擁護に関する相談に関係機関と連携して対応します。 
 

（２）権利擁護事業及び成年後見制度の利用促進への取組 

権利擁護事業及び成年後見制度利用促進のため、関係機関と連携し、周知啓発を進めます。 

また、判断能力等が低下し、契約の継続が難しくなった契約者についても成年後見制度の 

適切な利用に繋げるよう関係機関と連携します。 
 
（３）成年後見サポートネット等への参画 

区域における権利擁護に関する課題を検討し、関係機関・団体等のネットワークを強化 

することを目的として開催される区成年後見サポートネットに参画します。また、地域包括

支援センター連絡会・社会福祉士部会に参加し、関係機関との連携を図ります。 
 

（４）市民後見人への支援 

横浜市市民後見人バンク登録者への活動支援を行います。また関係機関の協力を得て、 

市民後見サポートネットを開催します。 

 

 （５）情報登録事業への入力支援 【新規】        （市社協受託金）2,467 千円[-円] 
   横浜市が実施している高齢者等支援事業（情報登録事業）において、登録支援事業を 

実施します。 
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２ 移動情報センターの運営        （市社協受託金）（市補助金）12,581 千円 ［12,680 千円］ 
 

外出に困難を抱える障がい児者やその家族等からの相談に応じて、支援制度やサービス事業所

の紹介等（ボランティアや地域サービス含む）や支援のコーディネートを行います。 

また、ガイドボランティア等、移動支援に関わる担い手の発掘・育成のために、地域や関係機

関等と連携した事業周知を行い、ガイドボランティア活動への関心を一層高めていきます。 
 
（１）個別ニーズに沿ったコーディネートとガイドボランティアの活動支援 

相談者一人ひとりの状況やニーズを多面的に捉え、関係機関と協力したコーディネートを

して、活動の状況把握を積極的に行います。また、安心してガイドボランティア活動ができ

るように、ガイドボランティア交流会やカンファレンスを通じて、丁寧なフォローアップを

行います。 
 

（２）事業所との関係性強化 

区内の事業所が集まるヘルパー事業所連絡会の参加や新規事業所を中心に積極的にヒア

リングを行い、顔の見える関係を構築することでスムーズなコーディネートに繋げます。 
 

（３）ボランティア発掘・フォローアップ 
ボランティアセンターや、地域ケアプラザ、地域の活動者と連携をしながら、新たなボ  

ランティアの発掘を行います。また、ガイドボランティア交流会で講座と情報交換を行い、 

活動しているボランティアのフォローアップを行います。 
 
（４）地域への情報発信 

地域に対して事業の周知を行い、ガイドボランティアとしてだけではなく、障害理解等の

周知を含め、協力いただける方を増やしていきます。また、関係機関に制度の活用をしてい

ただけるようにさらに周知を行います。 
 
（５）推進会議の開催 

 障がい当事者団体、教育機関、事業所等で構成する推進会議を開催し、事業の現況やセン

ター運営等に関する意見交換を行います。 

 

３ 生活困窮者への支援                （共同募金配分金）  396千円 ［466 千円］ 
 
生活に困窮している方から相談を受け、公共の制度への「つなぎの支援」として、セカンドハ

ーベスト・ジャパンやフードバンクかながわ等との連携により、食支援を行います。 

また、食支援を通じて生活課題を把握し、必要に応じて関係機関につなぎます。 

 

４ 生活福祉資金貸付事業              （県社協受託金）8,012 千円 ［8,012 千円］ 

 低所得世帯、障がい者世帯、高齢者世帯等を対象として、その世帯の生活維持と安定を図るこ

とを目的とした貸付事業、また失業等により日常生活全般に困難を抱える方に対する貸付事業の

相談対応やフォローアップ支援を行います。 
 

（１）各種資金貸付の実施 

生活福祉資金の貸付と償還事務を行います。 

（総合支援資金 ・緊急小口資金 ・福祉資金・教育支援資金 ・不動産担保型資金 等） 
 

（２）特例貸付借受者へのフォローアップ支援の実施 

神奈川県社会福祉協議会と協働し、必要な世帯へのフォローアップ支援を実施します。 
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５ 小災害見舞金                   （共同募金配分金）150 千円 ［150 千円］ 
 
火災、風水害等の災害により住家に被害を受けた罹災世帯に見舞金を支給します。 

 

６ 各団体と連携した取組              （共同募金配分金）  789千円 ［259 千円］ 
 
区内で活動する各団体に対して、情報交換、取組の充実、連携強化を目的として連絡会の開催

等を行います。 
 

（１）南区障がい児者団体連絡会の活動支援  

「知らせ・知り合い・つながろう」をスローガンに、①区民への啓発・理解につながる活

動、②行政との連携、③緊急・災害時に向けた防災活動を中心とした活動を実施している連

絡会の活動支援を行います。また、当事者同士が親交を深めるためのスポーツ交流会実施

に向けて周知に協力するほか、地域の方も交えて開催できるようボランティア募集に協力

します。 
  
（２）自立支援協議会の参加・協力  

障がい児者が、本人の特性やライフステージに応じ、充実した地域生活を送れるように、 

自立支援協議会に参画する区内の障がい児者支援関係団体・機関とともに、事例検討や  

講演会に参加・協力を行います。また、定例会に参加し、随時他機関との情報共有を行いま

す。区障連とも連携が図れるよう間に入り調整を行います。 

 

 （３）サンタプロジェクト  
障がい児者やその家族、地域が交流を図り、互いの理解を深めることを目的に、南区障がい 

児者連絡会と共催でミニ訪問サンタ事業を実施します。この事業は、交流のきっかけづくり 

として、その後のつながりや地域活動への参加へと広がることを目指します。イベント後も 

フォローアップをしっかり行い、恒例のイベントとして継続的に、そして誰もが気軽に参加 

できる環境を整えます。さらに、より多くの方にこの活動を知ってもらえるよう、情報発信 

や仕組みづくりを強化していきます。 
 
（４）子どもの居場所づくりネットワークの運営 

「子どもの居場所づくりネットワーク」について、課題の整理や情報共有、必要な支援の

検討等を目的に区役所と共同事務局で実施します。 

①子どもの居場所団体交流会の実施支援（全体会・エリア別交流会） 

エリア別交流会を通して各団体の声を吸い上げ、身近な団体同士のつながりを深めます。

またエリアの声を吸い上げた上で企画委員会とともに全体会や取組の実施につなげます。  

②子どもの居場所マップの作成 

毎年発行する子どもの居場所マップの内容をブラッシュアップし、より団体等が効果的 

にマップを活用ができるように紙面を工夫します。 

③新規立ち上げ団体への相談支援 

④活動団体への支援（子どもの居場所向け新規助成金の申請支援、民間助成金の推薦・寄 

付等の情報提供）と状況把握 

 

（５）食事サービス団体連絡会の活動支援 

   地区社協が実施主体の高齢者食事サービス団体が、円滑に運営できるように支援します。 
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 Ⅳ 法人運営                                       

 

１ 福祉の啓発・広報活動                （共同募金配分金）  2,027 千円 ［1,505 千円］ 
 
（１）南区福祉功労者感謝の会の開催    

南区の社会福祉の増進に功績のあった個人・団体に対し、更なる福祉活動啓発・推進を

目的として、本会顕彰規程に則り、顕彰を行います。 
 
（２）区民への情報提供 【拡充】 

   広報紙やホームページを通じて、区民への福祉啓発・情報提供を行います。 

・南区社協広報紙「社協みなみ」の年２回発行（全戸配布２回） 

     ・区社協ホームページでの情報提供 

     ・ＳＮＳを活用した情報発信【再掲】 等 
 
（３）関係機関等との連携による取組  

   必要に応じて、区役所など関係機関との連携により啓発・広報の取組を実施します。 

     ・敬老月間の取組など 

２ 本会の運営基盤の強化  重点 
 
（１）理事会・評議員会・監事監査の実施 

地域福祉の推進を目的とする組織として、地域に根ざした事業の進め方や法人運営等に 

ついて審議するため、執行・議決機関である「理事会・評議員会」を定期的に開催します。 

さらに、適正な組織運営を図ることを目的として、業務執行状況と財産状況について監事

監査を実施します。 

  

（２）部会・分科会・各種委員会等の開催 

区社協会員が参画する部会・分野別分科会・委員会等を設置し、必要に応じて開催します。 

■各種部会 

     地域福祉団体部会 / 当事者団体部会 / 専門機関部会 / 学識部会 

■分野別分科会 

     地区社会福祉協議会分科会  / 民生委員児童委員分科会 

     自治会町内会分科会         /  ボランティア・市民活動団体分科会 

     福祉関係団体分科会         / 福祉施設分科会 / 専門機関分科会 

■委員会 

南区ふれあい助成金（トモニ―助成金）審査委員会 / 南区福祉功労者顕彰委員会 

■連絡会 

ボランティア連絡会 / 障がい児者団体連絡会 / 食事サービス連絡会 

     ケア施設連絡会 / 生活支援コーディネーター連絡会 

■ネットワーク会議 

    子どもの居場所づくりネットワーク /自立支援協議会    
 

（３）会員の拡充と分科会等の開催【拡充】 

 ①会員数の拡大・会員支援に向けた取組 

新設された社会福祉施設や事業所・団体に対し、正会員への加入促進に取り組み、会員  

数の拡大を図ります。 

会員施設・事業所等の支援を目的として、情報の周知を図り、会員向け助成金制度を実 

施します。 

   ②法人賛助会員の加入促進に向けた取組 

   区内企業・団体を対象に、法人賛助会員への加入促進に取組み、会員数の拡大を図ります。 
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（４）安定した事業実施・運営に向けた自主財源の確保 

①賛助会員の募集 

自治会町内会に協力を依頼し、社会福祉協議会の事業等を財政面で支援する賛助会員 

の募集を行うとともに、区内の企業や事業所にも新たに協力を依頼するなど、財源の確

保に努めます。 

 

②財政基盤の強化と寄付文化の醸成 

   区社協・地区社協事業を実施していくための重要な財源である賛助会費や善意銀行へ 

の寄付・各種募金について、広報紙やホームページ、SNS等を活用して広く周知します。 

  さらに財源で寄付金の使途内容や効果について積極的に発信することで、身近なボラン 

ティア活動である寄付への理解促進や意識向上につなげ、寄付文化の醸成に努めます。 

 

３  事務局体制の充実  
 
区民の皆さんから信頼される組織・団体としてご理解いただけるよう、透明性の高い財政管理

や質の高いサービス実施・組織運営に取組みます。 

 

（１）コンプライアンスの推進 

地域の皆さんやご利用者からの信頼をより高めるとともに、期待に応えていけるようコン  

プライアンスの意識を高く持ち、適正な業務執行や事故、事務処理ミス等の未然防止に努め

ます。また、相談や意見がしやすい「風通しのよい環境づくり」を進めます。 
 

（２）職員育成 

地域福祉の推進を担う本会職員として、「身近な地域でのつながりづくりや支えあい」の 

必要性を理解し、地域福祉保健活動の拡充や支援ができるよう、更なる資質向上を図ります。 

■区社協内の日常的なＯＪＴの実施 （「地域支援会議」や「職員内部研修」など） 

■外部研修への参加  等 
 

（３）窓口サービスの向上及び相談体制の整備 

窓口に職員を配置し、来会者にすぐに対応し、相談しやすい環境づくりを目指します。 

また、窓口満足度調査を行い、結果を基にサービスの改善や向上を図ります。 
 

（４）苦情解決への対応 

本会の事業やサービスに関する苦情やご意見は、真摯に受け止め適切に対応します。 

いただいたご意見は業務の改善につなげ、サービスの質の向上に努めます。 

また、「意見箱」を設置するなど、意見や要望を受け入れやすい環境づくりを進めます。 
 

（５）業務の効率化・見直し 

限られた体制で適正な組織運営を確保するため、業務・事業の効率化や見直しなど、業務

改善に取組みます。 
 
４  ５団体事務の運営  
 
下記の福祉関係５団体の事務局を担います。 

・日本赤十字社神奈川県支部横浜市地区本部南区地区委員会  

・神奈川県共同募金会南区支会 

・南保護司会 ・南区更生保護女性会 ・南区遺族会 

  

 


